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学生時代を振り返り～近況報告 
第 3 回生(昭和 51 年入学) 岩田(阿部) 恵子 

 
同窓生の皆様には御健勝で御活躍の事と存じます。又創立 50 周年お

めでとうございます。進学科 3 回生を代表し寄稿出来ます事を大変嬉し

く思います。 
42 名で入学し、卒業時には 27 名、夜学と仕事の両立は思った以上に

苦しく大変でした。疲れと睡眠不足で講義中に居眠り、何人の先生方を

不快にさせた事か数えきれません。それでも国家試験に合格し今日があ

るのは、教務の先生、職場の協力、何より同級生との絆でした。くじけそうな時、声を掛

け合い目的を達成出来た事は今も誇りに思います。大学病院での仕事は充実し何でも出来

る様な錯覚もありました。結婚、子育て後に復職しましたが、10 年近いブランクを埋める

のは容易ではありませんでした。やっと楽しく調子が乗り始めた頃、大病を患い、入退院

を繰り返し、患者になっていました。どん底にいた私を励ましてくれたのは、看護師、友

人のやさしさでした。健康な時は解らなかった患者の気持ち、今は身にしみる程です。現

在通院治療で体調も戻りました。 
当たり前の生活に日々感謝し、やさしいおばちゃん看護師を目指しております。最近、

義母の介護でストレスが溜まりがちです。その欝憤を好きな料理で活かそうと通信教育で

「食生活指導士」を取得しました。何かの役に立てたいと思います。 
最後に東京医科大学看護学校の益々の御繁栄を心より願っております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 回生 修学旅行にて(昭和 53 年) 
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私の学生時代 

東京医科大学病院 13 階西病棟 看護師 

第 4 回生(昭和 52 年入学) 笠原(鴻矢) 真里子  

看護学校創立 50 周年おめでとう御座います。 

私は、福岡の衛生看護科を卒業し、昭和 52 年に進学科 4 回生として

18 歳で同郷の同級生 3 人と入学しました。進学科は、年齢層が幅広く

18～50 歳の方や大学卒業後に入学された方がいる特殊なクラスで日中

は仕事をし、夜 6 時から 9 時まで授業を行う夜間の学校でした。授業中

私が実践していた事が 2 点あります。一つは一番前の席で授業を受ける

事。二つ目は、授業では必ず 1 教科に 1 回は質問する事です。テストで赤点を取ると追試

料金 1 科目に付き 500 円を徴収されていましたが、一番支払ったのは私だった様に思いま

す。しかし、追試で全てをクリアーしていたので夏休みの追加補修授業を受ける事がなか

った事は唯一自慢できる事でしようか、、、、。居眠りしてしまっても耳だけは起きてい

て自分でも不思議な程、質問していました。 

さらに 3 年生になると寮を出なければいけない規則があり、アパートを借り独り暮らし

を始めました。引越しの際、荷物を運ぶ為ストレッチャーで青梅街道を同級生と 3 往復し

たのはいい思い出となっています。実習では色々と悩むことも多く 40 キロまで体重が落

ちた事もありました。今では想像もつきませんが、、、、 

4 回生は、皆仲が良く、よく遊びに行きました。土曜日は大学で授業や体育があり、金

曜日の夕方から歌舞伎町のディスコ（今で言うクラブ）に通い朝まで踊り、そのまま授業

を受けていました。当時は 3 日寝なくても平気な体力がありましたね。また、時間がある

と、教室はディスコ会場とかし皆で踊ったりしていました。若気の至りです。 

気がつけば東京医大病院に就職してから 37 年が過ぎ、現在 3 人の孫がいます。48 歳で

ダイビング、53 歳で運転免許を取るなど楽しい人生を送るためこれからも色んな事に興味

を持ち挑戦し続けようと思います。今年 12 月には選択定年をして母の介護の為福岡に帰

郷し、感謝の意を込め看護したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 回生入学式 同窓会館にて(昭和 52 年) 
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学生時代を想う 

第 5 回生(昭和 53 年入学) 松村(榊) 茂子 

 

開校 50 周年おめでとうございます。 

同窓会の皆様、進学科 5 回生の皆様、御無沙汰しております。 

随分長い月日が過ぎてしまいました。卒業して 30 年くらい過ぎ去ってしまい

ましたが、すぐに脳裏に浮かぶ風景は、病院内にあった校舎にまっしぐらに

走って行く光景です。日勤の業務を終え受講のため教室を目指します。い

つもぎりぎりの時間に仕事が終わるので、一番前の席に座り、しばらく息を

整えてから授業を受けていました。 

ただ夢中に前だけをみて過ごした日々、いま振り返ると感謝の気持ちで一杯です。恩師の先

生方、勤務の先輩、同僚、後輩、そして同期の友達・・・。看護について、働くこと、生きていくこ

と、楽しむこと、たくさん学びました。 

東京医科大学看護専門学校 50 年間、たくさんの夢、希望が育ち、飛び立って行ったと思い

ます。 

そしてこれから新しいかたちでの出発と聞いています。今後のご発展をお祈りいたします。 

今回、振り返って想う時間を与えていただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 回生卒業式 同窓会館にて(昭和 56 年) 
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感謝－出会った人へ－ 

第 6 回生(昭和 54 年入学)  古屋(上杉) 富子  
 

准看護師として働いていた時、アメリカの病院やナーシング・ホーム等

の施設を見学する機会があり、滞在先の家族の中に、看護師として病院に

勤めながら糖尿病専門看護師を目指す人がいた。彼女の話を聞き、更に病

院で働く看護師の姿を見て「やっぱり看護師になりたい」と決意をして 1
年間の滞在を終えて帰国をした。                    

帰国後、進学コースで学ぶ事を選択、入学と就職の為に上京をした。初めての一人

暮らしに、初めて大きな病院で働きながら学ぶことは容易な事ではなかった。今まで

婦人科病棟の経験はない、そこには年齢の近いスタッフが居て分からない事をすぐに

聞ける雰囲気でもあった。また、医師の指示が意図する事を先輩看護師に聞き指導を

受けながら看護や処置の介助を行う毎日であった。だが、働く学生の日々はめまぐる

しく過ぎ、時間になると、「早く上がりなさい」と残った仕事をスタッフが引き受けて

くれた。そして 3 年目は実習漬け、記録が沢山あった事が強く印象に残る。実習記録

を放り投げてしまいたいと思う事もあった、その反面、自分の汗と涙の結集が実習記

録ファイルであり、自分の宝物の様な記録だからこそ、いつも胸元に抱え日を重ねて

少しずつ厚く重くなるファイルを大事に抱えて歩く事が出来たのだと思う。  
ひとまず資格取得を達成した事の安心感と安堵感に浸っている時間はなかった。新

たな勤務の配属先の発表があった。私は、心臓外科病棟を希望していたが、小児外科

病棟と聞いたときは、耳を疑って何度も聞き返したが、変わることはなかった。心機

一転新たな配属先に挨拶に向かった時が、看護師としての始まりの一歩であった。  
病棟に行けば、新たに学ぶ事が多く、仕事のスピードは速く、自分にとって先輩看

護師について行く事が難しく苦しいと感じられる様になった。何もかも自信喪失とな

り、それに追い打ちを掛けるかの様にインシデントを起こし一層苦しくなり頑張ろう

という気持ちも持てなくなっていった。  
こんな私のこの状況を知っていたかの様に、かつて働いていた婦人科病棟で面識の

あった（当時産婦人科教授）相馬廣明教授からネパールでの医療活動を支援して欲し

いとの事だった。自分にとってネパールってどこ？ではなく常々関心を持っていた国

であった為、「行きます」と即答した事を憶えている。日常のスイッチを切り替える事

が出来たネパールでは、現地の妊婦や新生児の強さと生命の尊さに感嘆する事ばかり。

以前に見た米国での医療水準とは比べものにならないくらいの設備でも、新たな生命

が誕生していた。ネパールに何度か足を運ぶうちに、看護師のフィールドを超えた研

究を発表させて頂く機会にも恵まれた。病棟で働く事以外で何かをしてみたいという

思いが強くなり、退職という方法にたどり着いた。若い時に、挫折し悩み・苦しみ抜

いた事が自分を成長させ、厳しい状況に居ても、看護師を辞める事なく続けてきた事

が人生の糧になった様に思う。米国で出会った看護師の姿に憧れて志した看護師では

あるが、外見だけではなく、自分の看護に誇りを持ち看護師として社会の中で人々に

信頼される看護師を目指したいと思うのである。  
今は、重症心身障害者施設で働き始めて月日は浅いが、今までの経験を生かせる事
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もある。しかし、新たな学びの方が多いのである。この事から、まだまだ学ぶ必要性

と看護の深さと広さを認識させられるこの頃である。  

第 6 回生 ケーススタディ終了後 (昭和 57 年) 
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卒後 30 年はミッキーと同じ年 

第 7 回生(昭和 55 年入学) 佐本(吉成) 有子 

 

 あれから 30 年は信じられない月日が通り過ぎて驚いています。ディ

ズニーランドもこの年オープンしました。東医での学生生活は働きなが

ら学び、沢山の経験と周りの人たちに支えられて送ることができたのだ

と思います。 
 学生時代は寮生活で 3 回の引っ越しがありました。管理人さんご夫婦

には娘のように気を使って頂きました。お風呂時間を過ぎ入っていたら

電気を消され、名前を貼り出されたことも今は懐かしい思い出です。 
 結婚や子育てで仕事の中断はありましたが、今も現役で働いております。地方の 200 床

あまりの病院ですが糖尿病療養指導士として患者さんのパートナーを務めています。糖尿

病のインスリン治療をしている患者さんは当院では約五百名おります。また、CSII の導入

で、患者さんの QOL の改善の取り組みが始まったばかりです。課題は沢山ありますが、

糖尿病療養指導士チームで毎月ミテーングをして若いスタッフから刺激をいただいていま

す。 
 ７回生は、27 名で卒業しましたが、西山さんがお亡くなりになり 26 名となりました。

永吉さん（現佐伯）は助産師資格をとりがんばっています。ペコ（現竹中）はグアム在住

で指圧師をしています。彼女も卒業後資格をとりました。今年 2 月の日本人殺傷事件現場

の裏手すぐの所に住んでいます。グアムに行ったら是非連絡してみてください。紅林さん

（現寺田）はご主人の工務店を支えながら、5 人の子育てに奮闘し幸せいっぱいです。え

っちゃん（現伊藤）は師長をしてバリバリというかワイワイと楽しんで働いております。 
 クラス会は皆さんが遠方ということもあり、参加メンバーはお馴染みさんです。時間が

あったら是非の参加お待ちしています。積もる話を語り合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7 回生 卒業式 同窓会館にて(昭和 58 年) 
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近況報告 

今給黎総合病院クオリティコントロールセンター 褥瘡管理課  
第 8 回生(昭和 56 年入学) 下前 百合香 

“５０周年”おめでとうございます。卒業して早いもので 29 年が経ちました。 

今でも地下教室での授業や２寮での生活は目に浮かびます。中央４階に配

属され、夕方には学校に走り授業を受け、時には深夜勤務に入るなど、皆頑

張っていたと思います。卒業してから５年毎にクラス会をしようと決め、最初は

箱根旅行でした。その後は仕事や子育てで参加出来ない人が増え、５年以上

間隔があく事もありましたが、最近では毎年秋ごろに杉浦先生や黒坂先生、そ

して、担任の曽山先生も参加して頂き、十数名でクラス会を開いてます。その

時の話題は、やはり、東医で過ごした日々の事です。２９年前の事とは思えないくらいに話がは

ずみ、時間があっという間に過ぎてしまいます。そして、有り難い事にそのクラス会の日程は、私

の都合に合わせて決めて下さっています。 

私は、現在地元の鹿児島に戻り、今給黎総合病院で専従の褥瘡管理者として勤務してます。

２０００年に鹿児島に帰り、外科病棟（中央４階⇒南５階⇒１２階西）でしか経験がなかったので、

外科病棟のある現在の病院に就職しました。あるセミナーで“ｽﾄｰﾏ造設する病院にｽﾄｰﾏ外来

のない病院は詐欺です”と言われた事と、皮膚転移したｽﾄｰﾏ患者のケアに難渋していた時に

指導下さった皮膚･排泄ケア認定看護師に刺激され、２００７年に資格取得し、昨年５年目更新

を終え６年目となりました。ｽﾄｰﾏｹｱで取得した資格でしたが、褥瘡や創傷ケアが中心です。週

末はセミナーや学会、資料作成などに追われる毎日ですが、やりがいのある仕事だと思ってい

ます。そして、このような私の状況を考え、クラス会の日程を考えて下さる幹事さんに感謝してい

ます。卒業以来会ってない方もいるので、できたらみんなに会いたいと思いますので、進学科８

回生の皆さん連絡を待っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8 回生 新宿中央公園にて(昭和 59 年) 
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進学科 9 回生からのメッセージ 
第 9 回生(昭和 57 年入学) 清水(小田嶋) 晴美 

 
東京医科大学看護専門学校が今年 50 周年を迎えると聞き、心からお

喜び申し上げます。また、東京医科大学医学部看護学科の設立も長年の

念願がかないましたことも心からお喜び申し上げます。  
卒業アルバムを開くと学生時代の思い出が懐かしくよみがえってき

ます。緊張した入学式、北海道の修学旅行は、アイヌの民族衣装で集合

写真を撮りましたが、それより、由緒ある宿泊先は古びているせいか夜にお化けが出

そうで怖かった事の方が鮮明に記憶に残っています。 

進学科の昼間は大学病院に勤務して夜間に学習するため、授業時間の半分は睡眠時

間になっていたかもしれません。各科目の先生方はそんな状況の私たちに駄目だしせ

ず、根気よく教えてくださいました。感謝するばかりです。その時代で私に指導して

いただきました各先生方、諸先輩方にあらためてお礼と感謝を申し上げたいと思いま

す。 
看護師は患者に寄り添いながら、医療の立場と患者の立場を理解したうえで、両方

に利益をもたらすようなマネジメント能力も今後は必要と考えます。  
なぜなら、医療は「チーム」で動くからです。そのチームの要になるのが、看護で

あり看護師であると私は考えています。  
最後に私から看護師として社会で活躍している人も、今看護を学んでいる方も自分

自身を大切にしてください。自分自身が病んでいては患者様・自分の周りの人たちに

良い看護ができません。母校の繁栄を祈りつつ、これからもお互いに社会の中で支え

あいながら頑張りましょう。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9 回生 新宿西口の高層ビルを背景に(昭和 60 年) 
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進学科 10 回生からのメッセージ 
東京医科歯科大学医学部附属病院  周産女性科 師長・助産師  

第 10 回生(昭和 58 年入学) 野村 恭子 
 

東京医科大学看護専門学校創立 50 周年おめでとうございます。  
 看護専門学校各期卒業生の皆様・進学科卒業生の皆様、それぞれの

専門分野でのお仕事に日々邁進されていることと思います。  
思い出してみれば、昭和 58 年 9 月に東京医科大学看護専門学校・

進学科に入学しました私は、現在の皆様には想像もできない当時の 9
月入学の看護学生でした。昨今の社会での各大学の入学時期を時を同

じように 20 数年前に戻す傾向にあることを考えると思い出深い入学時期でした。また、

その当時の看護婦国家試験は、春と秋の年 2 回でした。当校進学科の 10 回生が進学科

の最後でもあり、看護婦国家試験も年 2 回の最後の年でした。このように、当校の進

学科も、年 2 回の看護国家試験も最後の卒業生であり、春秋の国家試験も最後の受験

でした。 
当時の学校は、現在の大学病院の駐車場に変わり、当時の寮「二寮」も現在の大学

病院内の敷地にあり、またその周辺も小さな商店が点在していましたが、今では「西

新宿駅」が出来、更には高層ビルが乱立する光景に変わってしまいました。  
このように、入学・卒業を経て 27 年経ってみれば大きく様変わりするのは当然のこ

とと思いながらも寂しく思うこともあります。それが、私個人のセンチメンタル的な

考えであるかと思いつつも、進学科 10 回生は、現在も 2 年に 1 回の同期会を当時の担

任を囲んでそれぞれの勤務地・居住地から皆さん参加されています。この時ばかりは、

参加者の皆さんは進学科 10 回生の看護師に戻り、時間の経つのを忘れてしまう有様で

す。卒業生の皆様、どうかそれぞれの同期会を開催してください。情報交換の場とし

て明日のお仕事のお役に立つと思います。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10 回生 新宿中央公園にて(昭和 61 年) 

─ 132 ─


